
エコステージ活動からTQM奨励賞・SDGsへ

2019年10月4日

（株）中野製作所
NAKANO MFG CO.,LTD



・社名 株式会社中野製作所
・所在地 石川県能美郡川北町字田子島は42

・代表者 中野 裕 (2代目）
・創業 1964年４月
・資本金 1,000万円
・従業員 30名（平均年齢39歳）
・加盟組合 小松共栄工業(協）

（コマツ協力企業１８社）

会社概要

車で、ＪＲ金沢駅から30分
小松空港から30分

金沢市

小松市



建設機械 油圧構成品

ポンプモータ－

コントロ－ル
バルブ

◎建設機械は大きなパワーが必要!
◎そのパワーの源は油圧の力!



・油圧部品を主力とした、小物精密部品の製造
・丸物部品に特化し、旋盤加工-熱処理(外注)-研磨加工まで一貫生産
・内外径でミクロン精度の品質保証が可能（1μ精度に対応）
・ステンレス・非鉄金属（アルミ、樹脂、チタン等）にも対応

油圧部品 小物精密部品

【油圧精密 部品①】
チェック弁、減圧弁、リリーフ弁等

【油圧精密部品②】
Φ30以下のスプール各種

【工作機械部品】
チャックシリンダー本体を
複合旋盤でワンチャック加工



主要設備

• シチズン製主軸移動型複合旋盤・・・・9台
• 中村留製ツインタレット型複合旋盤・・10台
• マザック製6軸制御含む複合旋盤・・・ 5台
• 森精機・その他CNC旋盤・・・・・・・10台

• CNC円筒研削盤・・・・・・・・・・・6台
• CNC内径研削・ホーニング盤・・・・・6台
• センタレス盤・・・・・・・・・・・・4台
• 高圧・超音波洗浄機・・・・・・・・・3台

• 輪郭形状測定機・投影機・顕微鏡・内視鏡
• 真円度測定機・面粗さ測定機

CNC旋盤 34台

研削盤 19台

各種精密測定機器



経営理念

ものづくりを通して『 』と
『 』を使命とし、未来へと継ぐ。

経営方針

・



エコステージ活動の履歴

年度 11年度 12年度 13年度 14年度 16年度 17年度 18年度 19年度

景気
動向

取

組 強化

項

目 保全

管理

ＥＭＳ
活動

【経営改善】【環境改善+経営改善】

エコステージ３＝TQM活動認証取組期間

改善】【環境

TQMへ移行時期

2008年度 2009年度 10年度 15年度

エコステージ導入時期 エコステージ活動時期 エコステージ定着時期

改善事例発表

活動計画書作成

リーマンショックによる売上激減
中国景気刺激策

Ⅴ字回復
中国経済失速⇒価格競争激化

納期達成率

金融緩和
景気回復

人手不足
働き方改革

５Ｓ・安全活動

不良削減

在庫削減

環境方針

私の宣言

産廃処分調査

挨拶運動

法令遵守

健康経営

内部監査

エコステージ1 エコステージ２

5Ｓ活動

環境マニュアル作成
活動計画書に基づき
PDCAサイクルの展開

産業廃棄物削減
改善提案書
(テーマバンク）

電気量削減 設備

生産性向上

図面

営業

重点課題項目 定期取組項目 維持管理項目



私の宣言・挨拶運動

全員参加への意識付け 私の宣言

環境について
ペーパーレス化に取り組みます。
①図面・資料はＰＣ画面で見る
②ＦＡＸはＰＣからダイレクトで送る
③ドキュワークスの活用

マイアクト
常にぎりぎりにならないと出来ない性
格を変えていく取組をします。

コミニュケーションの基本は挨拶



５Ｓ活動

改善活動の基本は5Ｓから

製品在庫棚⾧尺材料棚 冶工具棚

プラグネジゲージ 計測器台車 産業廃棄物分別



施策・責任者
・目標値を立てる

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2 1

安井課長

安井課長

安井課長

○ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2

目標 ⇒ ⇒ 3件以下 ⇒ ⇒ 6件以下 ⇒ ⇒ 9件以下 ⇒ ⇒ 12件以下
実績 1件 4件 5件 5件 6件 7件 8件 10件 11件
評価 ⇒ ⇒ × ⇒ ⇒ △ ⇒ ⇒ × ⇒ ⇒

1件 3件 1件 0件 1件 1件 1件 2件 1件

目標 ⇒ ⇒ 3件以下 ⇒ ⇒ 6件以下 ⇒ ⇒ 9件以下 ⇒ ⇒ 11件以下
実績 3件 4件 4件 5件 6件 7件 8件 8件 9件
評価 ⇒ ⇒ △ ⇒ ⇒ △ ⇒ ⇒ ○ ⇒ ⇒

3件 1件 0件 1件 1件 1件 1件 0件 1件

安井課長

安井課長 目標 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下 ￥194000以下

実績 234,116¥ 87,651¥ 169,838¥ 103,725¥ ¥61,925 169,004¥ 193,675¥ 155,561¥ 204,845¥ 
評価 × ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

3 自責 0件 2件 1件 0件 1件 1件 1件 1件 1件
安井課長 他責 1件 1件 0件 0件 0件 0件 0件 1件 0件

自責 1件 0件 0件 1件 0件 0件 0件 0件 1件
外部講習 他責 2件 1件 0件 0件 1件 1件 1件 0件 0件
ﾏｲｽﾀｰ依頼

101件 54件 83件 65件 42件 75件 88件 90件 76件

当月実績

客先不具合が続いていま
す。工程内でしっかりと食
い止めていきましょう。

累積　目標達成＝◯　　　　　　　　5％以上の超過（204000円以上）＝△　　　　　　　　　10％以上の超過（21.3000円以上）＝×

教育　　（品質面）
客先

⑫
新規配属作業者へのノギス・マイクロメータ測定指導と社内測定確認テ
スト実施（配属の都度実施）

毎月の評価は、
月平均金額

194000円に対して
評価を記入する

次工程

⑬ 技能検定“機械検査”に向けての練習・受検（申込み次第計画に追記）

⑭
外国人実習生の作業指導　（配属の都度実施）

各ＧＬ
工程内不良件数

（作業標準書の翻訳版を作成し運用する）

⑩ 改善（変化点）のｴｸｾﾙ入力と社内回覧で開示（改善実施の都度入力）
③不具合損失金額

評価基準 累積　目標達成＝◯　+1件以下の未達＝△　+2件以上の未達＝×

各ＧＬ ②
次
工
程

累
積

ｾﾞﾛ点ﾁｪｯｸ・故障ﾁｪｯｸ

⑨ 工程内不良当月ワースト品番について担当部署へ改善指示 安井課長

⑪ 測定具の定期点検（3年毎） ③
損失
金額

2017年度実績
2590000円の

10％削減
2330000円以下

評価基準

「今後の課題」

「目標値に対する評価」

客先不具合は未達です。
⑦ 各グループからの申告データをEDP化し、件数・損金を算出しグラフ化 安井課長

当月実績

評価基準 累積　目標達成＝◯　+1件以下の未達＝△　+2件以上の未達＝×　　

⑧
測定具の使用前点検

工程内不具合の削減 評価基準 ○＝目標値達成，△＝１５％以内の未達，×＝１５％を超える未達

⑥
工程内不具合発生時に事象と原因・対策をリストに記入⇒ターゲット不
良を決めて、重点的に取り組む

ＧＬ
②次工程不具合

①
客
先

累
積2017年度実績13

件の15％削減
年間累積
11件以下

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

「プロセスに対する評価」

① 品質グラフ掲示 毎月０件を目指し

2017年度実績15件の
20％削減年間累積

12件以下

＊評価は累積件数に
て行う

計画通りに活動出来て
います。

② 外観不良サンプルの開示（発生の都度開示する）

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

①⑤⑥
⑦⑧⑨

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

①⑤⑥
⑦⑧⑨
⑫⑭

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

①⑤⑥
⑦⑧⑨

④
加工ﾁｪｯｸｼｰﾄに再発防止ﾁｪｯｸ項目を追記　（再発の可能性ある事象に
ついて発生の都度実施）

安井課長

⑤ 外部協力企業への不具合情報ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ　　　（不具合連絡書） 安井課長
評価

不良削減活動
による、流出
不具合削減と
客先の信頼向

上

客先不具合・次工程不具合の削減 ①客先不具合

実施項目
①⑤⑥
⑦⑧⑨

①③⑤
⑥⑦⑧
⑨⑪⑫

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑭

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

①⑤⑥
⑦⑧⑨

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

①⑤⑥
⑦⑧⑨

①⑤⑥
⑦⑧⑨

⑪

①⑤⑥
⑦⑧⑨
⑫⑭

①⑤⑥
⑦⑧⑨
⑪　③

①⑤⑥
⑦⑧⑨

③ 協力企業訪問指導と技術交換（タナカ精工/松山技研）

実績
①⑤⑥
⑦⑧⑨

①③⑤
⑥⑦⑧
⑨⑪⑫

①⑤⑥
⑦⑧⑨
⑫⑭

2018年 2019年 目標達成状況評価
（レビュー）

No. 項目 実施事項(施策) 責任者 目標値 区分

年間計画・毎月実績と評価確認
・結果は数値評価⇒PDCAサイクル

毎月、結果に
対する評価

環境管理活動計画書



改善事例発表会
年度 月 タイトル 内容 発表場所 発表者

2011年 9月 ゼロエミションへの道 ＥＭＳ（環境管理活動）の取り組み
コマツ粟津工場

QC大会
環境管理
委員会

2011年 11月
「内径バリ」
ゼロ加工への挑戦

ドリル加工発生時内径バリの機械除
去改善 小松共栄（協） 製造1班

2013年 1月 NC研削盤の技能継承
若手社員の段取継承用のマニュア
ル作成活動

コマツ粟津工場
ミニQC大会

研摩班

2013年 11月
バルブ（古い機械）での
生産性向上

23年使用機の保全活動により、生産
安定化改善 小松共栄（協） 製造2班

2015年 2月 出荷業務改善
ー３人から１人へー

人員退社による増員無しでの業務改
善 小松共栄（協） 資材班

2015年 11月
全員参加による改善活動の
あゆみ

NPS・エコステージ活動を通して全員
参加活動のあゆみ

コマツ小山工場
エコステージ活動事例発表

社長

2016年 7月
不良ゼロを目指して
-１本の刃物が加工を変えた-

切削工具の工夫により大幅な不良削
減に成功 小松共栄（協） 製造１班

2018年 １1月 東京クオリティフォーラム

2019年 2月 小松共栄（協）

2019年 2月
エコステージ活動から
TQM奨励賞に挑戦

エコステージ導入からTQM奨励賞授
賞までの１０年間の歩み

東京　ESG環境講演会
エコステージ協会主催

社長

TQM奨励賞授賞発表
TQM奨励賞挑戦に取組んだ３年間
の活動発表

統括部長



経営課題

建設機械
92%

その他
8%

2009年度業界比率

-10.00%

-8.00%

-6.00%

-4.00%

-2.00%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

営業利益率2009年度～2015年度

業界の偏り⇒売上の乱高下⇒価格競争の激化

2015年３月 エコステ－ジ3認証に挑戦

新規顧客の開拓⇒ 営業活動の強化



・営業活動の強化
①会社案内とホームページのリニュ－アル
②石川県主催の新規受注商談会に積極的に参加
③石川県発刊の受注企業名簿に登録
④工場のショールーム化

2016年3月 エコステージ3を認証

社員一人一人が営業マン⇒社員が工場案内に参加。

・技術文書管理⇒図面管理ルールの文書化

エコステージ３

・設備保全⇒機械修理費の調査、設備保全チェックシート



営業活動

会社パンフレット営業用の制作 会社ホ－ムページリニュ－アル

新規受注商談会積極参加 石川県受注企業名簿登録



工場のショールーム化①
ストーリー性のある掲示板

玄関口 事務所・通路



工場のショールーム化②
社員全員営業マン



社員満足の為には利益率向上が必要
経営改善を主体としたTQM活動に変更

エコステージからＴＱＭ活動へ

改善成果は価格競争では無く社員に還元すべき

2016年４月 高い目標が必要と判断

2018年授賞目標 日科技連主催
TQM奨励賞に挑戦を決意

エコステージ3の認証と同時に
ＴＱＭ奨励賞挑戦の打診



を開拓し、
高付加価値製品に挑戦。
技術を磨き、

する
を築く。

2016年4月

経営ビジョン



TQM活動概念

活動計画書に沿いＰＤＣＡサ
イクルの継続が「人財育成」
に繋がっていく。

ものづくりの基盤となる
「S安全・L法令・Q品質・D納期・
C価格・E環境・M道徳・Sa営業」
を方針管理を通して目標達成を
目指して行く。

TQM活動は会社の土台強化で
あり全員参加の改善活動を狙
いとする。

経営理念・方針・ビジョンに沿
い、地道な活動の積み上げが
「強い会社」を築く。使命とし、未来へと継ぐ。

中期計画

経営基盤の強化＝全員参加 TQM活動

会社の土台

活動の継続

経営理念

経営ビジョン　

新規業界の開拓 技術者集団 利益の追求

年度計画=活動計画書

人　財　育　成

委員会活動 小集団活動

ものづくり経営の基盤

Ｓ  Ｌ  Ｑ  Ｄ  Ｃ  Ｅ  Ｍ   Sa

ものづくりを通して人財育成と社会貢献を

しゃ

社員の幸福
顧客のニ-ズ 技術向上

PA

C D
PA

C D

経営方針



TQM活動委員会組織
TQM組織図 2016/4/1

代表取締役社⾧
（営業活動）

内部監査
責任者

管理責任者
（リーダー） 事務局

生産性向上
委員会 環境管理委員会 人財育成委員会 品質管理委員会

可(べき）動率
工程内不良 健康 ５Ｓ 安全 教育計画 設備保全 客先・次工程不良削減

2016年度 ＴＱＭ活動

組織 活動項目 主目的

生産性向上委員会
可(べき)動率向上 ○生産バラツキの解消

工程内不具合削減 ○足元の不良削減

品質管理委員会 発生不良・不良データ解析 ○顧客満足の向上

環境管理委員会
安全・５S活動 ○労働災害の撲滅
電気・産廃・在庫維持管理 環境管理の維持
健康経営活動 ○社員満足の向上

人財育成委員会
教育体系図の作成 人財育成の構築
力量マップ/教育計画 人財育成の構築
設備保全 ○生産設備の維持管理

小集団活動 改善提案書の作成 改善活動の推進
営業活動 新規顧客の獲得 ○経営の安定化



生産性向上委員会

取組例 可(べき)動率90％以上

1日の出来高のバラツキが大きい
原因・段取者固有のノウハウで加工している

・不具合対策が甘い＝全数検査、手直し

可(べき)動率(％)＝実質出来高／理論上出来高×100
理論上出来高＝1日機械切削加工時間／サイクルタイム

◎製造1Gはバー材仕様の自動機が主体
⇒機械停止時間を最小限にする事が課題



加工標準の作成

加工標準を基準に、
プログラムを修正
類似品の水平展開

加工標準（加工方法の見直し）

ラウンド部にワッカ残り
不具合



作業標準書（ツーリングシート）

ツーリングシート訂正履歴

不具合履歴

注意事項

加工図 R加工方向 Ｌ加工方向

SC200MS

17.1±0 .2

：　1/20検査

：　全数検査

：　1/10検査

40.5±0 .1

5 年 月 日

3 年

記入者

5

Ｎｏ． 日付 不具合内容

月 日年

4 年

3

年

年

4 月 日

1 年

2 年

月 日

月 日

月 日

1

2017年

9月 4日

日付 訂正内容

1

9月 4日

品番 機種723-40-82510 第 工程

Ｎｏ．

サイクルタイム　5分10秒→4分34秒2

訂正者

向井

向井

T5　φ10→φ16に変更（工具の長寿命化　150個→500個）2017年

月 日

月 日

：　1/20検査

（又は交換時）
12.5Ｓ

φ28±0.1
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べき動率成果(2015～2018年）
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品質管理委員会
全社員で不良削減活動

◎品質保証課は集められた情報の解析を行う。
①工程内不良は、各Ｇに解析結果を基に改善指示を出す。
②客先・次工程内不良は品質保証体系図に沿い即時対応。
③GL以上参加の月例会での品質報告を行い、情報の共有化と
再発防止を促す。

29

1

1

300

ハインリッヒの法則
工程内不良⇒自主申告の不良。=300

客先不良 ⇒客先発見の不良。=1
次工程不良⇒社内発見の不良。=29

不良情報の収集 ⇒「不良の見える化」



品質情報の収集・伝達
（工程内不良発生リスト）

作業者は不具合品が発生したら専用箱に入れ、現象・数量をメモする。
加工ロット終了毎に委員会がＰＣにデーター入力する。



品質情報の解析・活用
（工程内不良発生リスト）

集まったデーターを品質管理部はパレート図で解析。
対策効果の高い現象を現場にフェードバックする事で、
現場が的を得た不良対策に取り組む。
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品質情報（客先・次工程不良報告）

・客先・次工程不具合は発生原因・流出原因・対策を中心に報告。



不良件数の成果
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人財育成委員会
人材から人財へ

◎会社が求める能力・技量を見える化し教育計画を立てる。
・求める能力・技量の教育方針⇒教育訓練体系図
・個人の能力・技量の見える化⇒力量マップ
・社員の能力・技量に合わせた教育⇒教育訓練計画書

段取 535
オペ  1537

段取 528
オペ  1563

段取 1294
オペ  1445

習熟度

現在必要と
されている
外部資格

オペレーター
段取り評価値

備考
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計
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正
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再
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磨

見
積
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務
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注
業
務
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期
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応
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料
管
理

在
庫
管
理

図
面
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識

材
料
知
識

安
全
衛
生
管
理

パ
ソ
コ
ン
操
作

測
定
能
力

挨
拶
・
応
対

（３点）

大体理解しており一人ででき

る。

（２点）

一部一人でできる。

（１点）

ほとんど理解していない。指導

を受けながらできる。

黄色塗

重点目標（ニーズ） 中野
記入例

作　成 承　認

部門長 社　長

（４点）

理解しており指導することがで

きる。

教育訓練体系図 力量マップ
安全/事務 入社時教育 品質管理一般 内部監査員教育

○就業規則 ・品質保証体系図説明 ・内部監査員教育受講

○基本規定教育 ・品質管理（QC）基礎教育

・中野製作所社内規則 ・各グループOJT

製品/品質 ○基本安全教育 製品関係 特殊工程従事者教育

・現場作業の危険予知 ・建機・油圧バルブ 安全衛生推進者

設備保全 ○工場見学 ・図面の見方 危険物取扱資格

・組織・施設・設備説明 作業標準 フォークリフト操作

・各グループOJT 玉掛け操作

生産/購買 配置換え教育 測定機器の操作 砥石交換

・主要測定機器の操作説明 ・外部講習で資格習得

工程管理 階層別教育 ・計測適正試験

保全教育 技能検定資格

部門別ルール 人事考課教育 ・取り扱い説明書の熟読 ・認定試験で資格習得

・各グループOJT

OJT 安全衛生教育 QC検定

工程管理 ・認定試験で資格習得

社外セミナー ・各グループOJT

技術技能研修 資格習得

○オペレーター研修

○段取り者研修

○機械検査研修

〇KYT講習 ○機械加工技能研修

〇安全道場 事務実務研修

〇MicroSoft Office講習

〇なぜなぜ分析 技術管理研修

○ＱＣ研修

○機械保全研修

〇生産技術講習

安全衛生研修

〇防災訓練

〇他社見学

〇経営者の講演視聴

各
部
門
に
よ
る
専
門
教
育
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門
に
よ
る
全
社
的
教
育

製
品
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事
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る
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育

資
格
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能
力
が
必
要
な
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育

業　務　別　教　育

部門別教育 総合教育 力量教育 特殊業務従事者教育

職　種　階　層　別（人事体系）

組織レベル/対象者
階層別研修

職種別研修・訓練 自己啓発
役職 研修

契約/見習い
Ｇ5レベル

一般職

新入社員
中途社員

新入社員研修

Ｇ4レベル

中堅社員研修
知識・技術・
技能の向上

Ｇ3レベル 主任

主任研修

専門知識
の向上

Ｇ2レベル 監督職
グループ
リーダー

グループリーダー研修

G1レベル

管理職

課長

課長研修

Ｇ0レベル 部長

経営幹部研修



環境管理委員会(5S・安全）

①5S活動
５Ｓ委員がチェックシートによる点数評価
５Sタイムを設けて、全員一斉清掃

②安全活動
安全パトロール・ＫＹＴ教育の実施
コマツ主催安全道場に参加

特徴 女性中心の委員会



③健康経営優良法人の認定と継続（23項目）
石川協会けんぽに「かがやき健康宣言」
2019年度は心の健康を加えた活動→2020健康経営優良法人認定へ
・定期健診100％実施

メンタルヘルス研修会職場における出前講座「筋力測定」

環境管理委員会（健康経営）

屋外喫煙所の設置

・全社員に有給休暇取得日の設定 ・感染症予防
・受動喫煙対策（屋内前面禁煙）

・メンタルヘルス・健康をテーマとした従業員研修の実施

・ストレスチェックの実施

・メンタル不調者に対する休職・復職プログラムの作成 他

・運動機能推進講習の実施



改善活動報告書

2017年度￥350万、2018年度￥160万の改善成果。



・長男が後継者(3代目)として、転職してくれた。

・エコステージ活動を継続する事で、社員の改善意識が向上した。

成果① 社員の成⾧

・QC検定習得や改善事例発表会の参加により,QCの考え方が浸透し

全員参加型の改善活動に変わって行った。

・会社の方針・目標が明確になり、経営者と従業員の距離間が

短くなった。

・数値化する習慣が出来、指示・命令・判断が的確になった。

・データー収集出来る事でＩＴ化に向け環境整備が整って来た。

・人手不足の中、生産変動に対応可能な迄に現場力が向上した。

経営者と社員の意識改革

働き方改革の対応策



成果② 技能検定資格者

技能検定資格者
在職者 全体習得者

機械検査1級 1名 1名

機械検査2級 8名 11名

機械検査3級 1名 1名

数値制御旋盤2級 6名 8名

機械保全2級 1名 1名

QC検定1級 0名 1名

QC検定3級 16名 24名

QC検定4級 3名 8名

コマツ火花試験 4名 5名

技能検定有資格者一覧



不良損失金額
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成果④ 営業活動

４年間で10件獲得
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成果⑤ 売上と営業利益率

売上1.6倍 人員は実習生
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成果⑥ 安全活動

休業無災害記録日数
3150日達成 銀賞受賞

2006年7月21日⇒2018年2月17日
11年７ヶ月

金賞4750日(2024年2月）目指し継続中
中央労働災害防止協会

2018年



成果⑦ 健康経営活動

健康経営優良法人の認定
2019年認定企業全国2052社
石川県30社（愛知県287社トップ）

企業の社会的イメージアップ
新規顧客獲得や求人活動へのアピール。

2019年

経済産業省



成果⑧ 日本科学技術連盟主催
2018年
日本品質奨励賞
TQM奨励賞授賞
（株）中野製作所

2018年11月 東京大手町経団連会館で授賞式

コマツ代表取締役社⾧兼ＣＥＯ 大橋徹二様コマツ相談役 坂根正弘殿とコマツ関係者様



エコステージとＳＤＧｓとの関係

SDGs（持続的可能な開発目標）
地球上すべての人が平等に幸せになる事を目指す国連の目標

地方再生のキーワードは中小企業の活性化
石川県小松市がSDGs の精神に沿った2030年未来都市計画を発表

働きがいも
経済成⾧も

産業と技術革新の
基礎を作ろう

住み続けられる
まちづくりを

作る責任
つかう責任

「人財を育成する事」「社会貢献出来る企業になる事」
中野SSの経営理念・方針に合致。

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育
をみんなに



環境・経営改善との関係表
◎…深く関係有 ○ …関係有

社員から「中野で働けてえかったァ-」言ってもらえる会社



「豊富な設備」「高度な技術」「確かな品質」
旋盤・研磨加工は我社にお任せください

ご清聴ありがとうございました


